CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


このたびは、コ□ナ石油ス I -ーブをお買いあば 
いただき、まことにあ0がと5ございました。 
正し<お使いいただ<ために、この取扱説明書 
をよ < お読み < ださい。 

なお、お読みになった後ちお使いになる方がい 
つでち見5れる所に「保証書 J と共に大切に保 
管して < ださい。 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全法（消安法）で指定される 
特定保守製品でず。 

法定点検を受けるために所有者登録を行ってください。 

(製品に同徊した r 所有者票」に記入し投函願います。） 


正し<使って上手に節約 


ピ-ケ 



UH-F7011PK 

エフエフ ピーケー 

FF-6811PK 


ち<じ 


ぺージ 

1.特にま意していたださたいこと 
(安全のために必ずお守0ください ） 1〜4 
2•使用する場所 . 4 


21 


3•各部の名称 . 

4.使用前の準備 . 

5•使用方法（使い方） . 

6.安全装置 . 

7•その他の装置 . 

8•曰常の点検-手入れ . 

9.定期点検 . 

10.故障•異常の見分け方と処置ち法… 27* 

11•部品交換のしかた . 

12.保管（長期間使用しない場合)•…… 

13•仕様 . 30, 

14•アフターヴービス . 


15.据付け•移設 


…ぃ ろ〜7 
… 8〜10 
•10 〜18 

. 19 

. 20 

25 
•26 
-28 
29 
29 
31 

. 31 

32〜34 


A 警告 

(§) 

KEROSENE ONLY 


ガソリン使用禁止 
使用燃判：灯油 


yjs . 給排気筒を必ず 


点検して< ださい 
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1 .特にま意していただきたいことほをのために必ず約りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正し <お使いいただま、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意巧は次のよ5になっています。内容 
をよ<理解してか5本文をお読み<ださい。 

嘗と この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負5可能性、または乂災の可 


A ま 


能性が想定される内容を示しています。 

ち この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損害の発生が想定 
巧みされる内容を示しています。 


絵表示の例 A 么記号はま意を促す内容があることを告げるちのです。 

図の中に具体的なミ主意内容(左図の場合は一般的なま意)が描かれています。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合はガソリン禁止)が描かれています。 

〇記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグをコンセントか5抜いて < ださい)が描か 
れています。 


A 

d ) 

を 


么警告 (WARNING) 


•ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、 
絶対に使用しないで< ださい。 
乂災の原因にな0ます。 


(§) 


•衣類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しな 
いで < ださい。 

衣類が落下して火がつさ、乂 
災の原因にな0ます。 




•スプレー宙厳禁 

スプレー 生やカセット 
こんろ用ボンベなどを 
温風のあたるところに 
放置しないで < ださい。 
熱で生の任力が上が0、 
爆発して危険です。 



•温風吹出□をふさがない 
衣類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をふさがないで< 
ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、乂 
災の原因にな0ます。 



•給排気筒（管、ホース）がれ危険 

給排気筒(管、ホース)ががれ 
たまま使用しないで < ださい。 

がれていると運転中に排ガス 
が室内に漏れて、危険です。 
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•低温やけどに注意 CUH-F7011PK) 
長時間皮膚の同じ場所に 
触れないで < ださい。 

比較的低い温度でち低温 /换 
やけどや脱水症げの原因 
とな0ます。 


/K 


♦給排気筒トップ閉そく危険 

給が気筒トツプの周0が雪でふさがれたままで使用しないで< ださい。 
ふさがれているときは、除雪して<ださい。 

また、板などによる「雪囲い J は給が気の妨げになるのでおやめ<ださい。 
閉そ< していると運転中に排ガスが室内に漏れて、危険です。 


歷〇 


•給排気筒トップには金網などは付けない 

給が気筒トップには、虫よけのための金網などは付けないで<ださい。 
給が気の妨げにな0、異常燃焼を起こし排ガスが室内に漏れる可能性 
があ0危険です。 



0 


•定期点検の実施 

定期的 （2 年に1回程度）に点検- 
整備を受けて<ださい。点検を受け 
ずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因になり危険です。点検- 
整備はお買い求めの販売店や資格者 
のいる店に依頼して < ださい。 



•ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危 
険です。据付け工事は販売店や 
専門業者にご依頼ください。 

(ストーブを移設させる M 

場合ち同じです。） 


よ危 

ちゃ / C \ 



•特にま意していただきたいこと（安全のために必ずお守0ください) 


[ 么注意 (CAUTION) 


•カーテン、寝具など可燃物近接禁止 ノノ y 

カーテン-布団や毛布など燃えやすいちののそばなどで使用しないで < ださい。 ぐ 一 ^* GvJ 

乂災が発生するおそれがあ 0 ます。 ) 

可燃物との離隔距離については 30 ページを参照して < ださい。 \liil / 

0 

•給油時消乂 ^ 

乂災のおそれがあ 0 ますので、給油は、必ず消乂し、乂の気のない II 

ところで巧ってください。 

〇 

•油删崔認 

油タンク•ゴム製送油管接合部•給油コックおよび機器などか S の打油漏れがない、、 

ことを確認の上ご使用ください。巧油が漏れていると乂災のおそれがあ 0 ます。 

〇 

♦異常時使用禁止 

万一異常を感じたとさは、使用しないで<ださい。 /?ブ と、 

異常燃焼のおそれがあ 0 ます。 ( 1 

0 

♦温風に直接あたりない 
温風に直接長時間あた 5 ないで<ださい。 

低温やけどや脱水症げになるおそれがあ 0 ます。 

0 

•高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部（枠上部、前面ガードなど）、排気筒（給排気筒トップ）に手などふれ 
ないで<ださい。やけどのおそれがあ 0 ます。 


•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで < ださい。 

振動や接触によってやかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあ 0 ます。 1 1 

0 

•分解修理の禁止 

故障、破損した 5、 使用しないで<ださい。 

不完全な修理は、危険です。 


•腰をかけたり物をのせない 

機器の上にのった 0、 腰をかけた 0 しないで<ださい。機器の故障や、やけどのおそれがあ 0 ます。 
機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないで<ださい。水がかかると漏電や故障のおそれが 
あ 0 ます。 

0 

•改造使用の禁止 

改造して使用しないで<ださい。また、ストーブや給排気筒には床暖房用の熱交換器などを取 0 付け 
ないで<ださい。乂災や排ガスが室内に漏れる原因とな〇危陵です。 

0 

•電源コードを傷めない 广^ 

電源コードに無理な力を加えた 0、 物をのせた 0 しないで<ださい。 ly\/^ 

また、電源プラグを抜<ときは、コードを持って引き抜かないで<ださい。 

乂災や感電の原因にな 0 ます。 い心 

0 

•電源プラグは確実に差し込む H 4 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んで<ださい。 W 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで<ださい。乂災の原因 へ W 瓜 

になります。めれた手での抜ま差しはしないで<ださい。感電の原因にな0ます。 ノノ 

〇 

•特殊用途には使用しない 

食品-精密機器-美術品の保存や、動植物の飼育-栽培などには使用しないで<ださい。 

0 































































•特に注意していただきたいこと（安全のために必ずお守りください) 


注意 ( CAUTION ) 

•長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないときまたは保管するときは、必ず電源プラグをコンセントか5抜いて<ださい。 
乂災ゃ予想しない事故の原因にな0ます。 

處 

•電源プラグのお手入れをずる < 

とさどさは電源プラグを抜さ、ほこ0及び金属物を除去して<ださい。 S 

ほこ0がたまると湿気などで絶縁不良にな0火災の原因にな0ます。 X 

> 

•'打油の保管 一 

打油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に保管して<ださい。 m 
ガソリンなどと一緒に保管しないで<ださい。 1 
誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれがあ0ます。 

> 

•変質巧油禁止 

変質巧油、不純な油（巧れたな油、水の混じっているな油など）を使用しないで<ださい。 

異常燃焼のおそれがあ0ます。 

0 


•シスターンの水位に注意 ( UH - F 7011 PK ) 

循環水は少しずつ蒸発します。 

1ヶ月に1回程度は、シスターンタンクの水位が規定水位にあること 
を確認し、不足している場をは補充液を補給して<ださい。 

上限水位 liLb は、入れないよ5ミち意して<ださい。 

(床暖パネルを接続しない場合は、循環水は不要です。） 



•カーぺットのはがれに注意 ( UH - F 7011 PK ) 

カーぺツトがずれた0、め<れたまま使用しないで<ださい。 
床パネルに直接触れるとやけどのおそれがあ0ます。 



•循環液（循環水-不凍液）の保管に注意 CUH - F 7011 PK ； 

幼巧の手の届かない所に保管して<ださい。 

万一飲んだ場合には吐かせて、医師の診断を受けて<ださい。 



•給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給が気筒トップの近<に、な油や可燃物など引乂のおそれのあるちの 
を置かないで<ださい。乂災のおそれがあ0ます。 



♦指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入れ□などに指や異物を入れないで<ださい。 
けがや乂災の原因にな0ます。 



•初めてお使いになるときの注意 

巧めてお使いになるとさは、耐熱塗料などが焼さ付<まで煙と臭いが出ます。しば5<の間、窓をあ 
けて部屋の換気をおこなって<ださい。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場合が考え5れますので、この間は部屋に入れないで<ださい。 



•外出ずる時は消乂 

外出するときは、必ず運転を停止し消火 
して < ださい。 



•可燃物との距離を離ず 

可燃物との離隔距離については標準据付け 
例 （32 ページ）を参照して<ださい。 



1•特にま意していただまたいこと（ま全のために必ずお守0<ださい) 


' お願い （ NCmCE ) 

♦機器を廃棄ずるとをの注意 

ストーブを廃棄処分するとさは、定油面器のな油を 
抜きとって<ださい。 （22 ページ） 

な油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わ 
め事故になるおそれがあ0ます。 

V 

参な油の廃棄 

な油の廃棄処分は、'な油をお買い求めになった販売 
店にご相談 < ださい。 

J 


2•使用する場所 


ストーブを安全に使用するためには、場所の選定が大切です。 


安全に使用するために 



•マントルピースなどには据付けないで<ださい。 


•標高が1000 m を超える高地では使用しないで<ださい。 

(空気の濃度が薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 
•クリーニング店、美容院などの化学薬品を使用する場所では使用し 
ないで<ださい。化学薬品などの影響によ0、異常燃焼や故障の原 
因にな0ます。 

•温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないで<ださい。 


効果のに使用するために 



•冷気の入って<るち向、例えば窓側などに置<と、：令気が 
ス I -ーブで暖め5れて対流しますので、効果的です。 


出入□など人の通るところは、ぶつかると危険ですので 
避けて < ださい。 


•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節をぶ N がけましよ5。 


ストーブの前面に障害物があると、部屋の温度にむ5がでさるばか0でな<、ふ<射熱によってストーブ本体の温度 
が上昇して危険です。 

使用場所には十分ま意して効果的に使用して<ださい。 










































































































3 •各部の名称 



背面 


巧流用送風機（内部)- 

フアンガード 

過熱防止装置 
(安全サーモスタット（内部）） 

本体固定金具 
燃焼用送風機（内部） 


i 熱交ヴーモ（内部）； 


エアー抜さバルブ（内部）； 


給排気筒 
水平器 
給気ホース 
zf ム管 □ 

電源コード 

排気管抜け 
検知用リード線 



〈 FF -6811 PK 背面〉 


構 


放熱器 


這をを寧!!(巧き Jl)h 
遊?ん口 J - 

スケルトン- 

燃焼リング（内部） 

:シスターンタンク j - 


〈 FF -6811 PK 構造図> 




巧ボ 7： がゴ 

点火ヒータ 
ポットヴーミスタ（内部) 
点乂ネット（内部） 

ノズル（内部）一 


■燃焼筒ふた 
燃焼筒ふた押え 


反射板 
—プ IJ ント配線板 

不完全燃焼防止装置 
(ガスセンサー※） 
フレーム□ッド 
ホット八ーナ 

機内ヴーミスタ 
(内部） 
定油面器 

対震自動消乂装置 
(内部） 


'操作部は 
開さます』 

電磁ポンプ 
■送油管 

※運転中はガスセンサーび発光-点滅するため、 
隙間か5光び見そることびあ0ます。 


3.各部の名称 


表示部の名称と働ま 


■運乾停止中は節電のため表示はすべて消'なします。 

•現在時刻を確認したい時は、操作部の押しボタンスイッチのいずれかを押してください。1分間、現在時刻を表示します。 
♦タイマー運転中は節電のため表示の明るさ（輝度）が落ちます。 

※運転停止中ち現在時刻を表示させることができます。 r 運転停止中ち時計を表示させたいとき） (17 ページ）の項を参 
照して < ださい。 


■ 「音声お知6せ J の内容 


♦通常の運転操作 （ r 点乂_1 • r 消乂_1 • r タイマーセット J ) をおこなうとま、音声 （ r 点乂します j • r 消乂します j • 「タイ 
7-セツトしました J ) で操作状態をが日5せします。 ミ ま） が口は UH - F 7011 PK のみ対象です。 


自動/手動表示 


eco 表示 

-自動運転中：「自動]表示 
•手動運転中：「手動 J 表示 

- eco (エコ） 

運転中に点な 
します。 





運転中表示 

-運転中に点なします。 

• 予備燃焼中は点滅し 
ます。 


設定温度表示 
自動および eco (エ 

コ）自動運転時に設 
定した設定温度を表 
术しホ9 〇 


室の温度表术 

運転中に室内温度を表示 
します。 

トラブル発生時に自己診 
断モニタを表示します。 


< UH - F 7011 PK > 



タイ7—•現在時刻表示 

• タイマー運転時には「タイマー」 
が点なします。 

-タイマーおよび現在時刻を合わ 
せるときは「タイマー J 「現在 
時刻 J それぞれが点滅します。 


時刻表示 

• 通常は現在時刻を表示します。 

. タイマー運転時はタイマーセツト時刻 
を表示します。 

(タイマー運転時は時刻表示の輝度（明る 
さ）が落ちますが異常ではあ0ません。） 


《ヴポートヒータ運転ランプ（赤） 

-サポートヒータ運転中は点好します。 

-サポートヒータ運転停止中は消灯します。 


時計動作コ□ン 

現在時刻を表示している 
とさは点滅しています。 
タイマーセツト時刻を表 
示しているときは消なし 
ます。 


微風ランプ（緑） 

• 微風運転中は点なします。 

• 微風運転停止中は消なします。 


セーブ運転表示ランプ(緑） 

eco にコ）運転でセーブ消乂中 
は点なし、再点乂すると消なします。 


運転スイッチ 

• 運転/停止するときに 
巧します。 


X 床暖表示 

ストーブ床暖房およびヴポー 
トヒータ運転中に点なします。 


《設定床温表示 

• 床暖房運転時に点なします。 

• 床温調節ボタンで設定した床温を 
グラフ表示します。 

• 表示が3個点なしたとまは、適温 
設定にな0ます。 


〈 FF -6811 PK 表示部> 



X 設定床温/ドット表示 

床暖房運転時に床温を床温調節ボタン 
で設定するとまに点なします。 

ドットは床温を設定するとき目安とし 
て,有ぶ J します。巧温設定後は消なします。 












































































































































































































































































































































3 .各部の名称 


オープンポケツト巧操作部の名妳と働ま 


■オープンポケットの開閉 

参オープンポケットを軽<押しこむと、ゆつ<0開きます。操作後、軽<押しちどすと□ックして止ま0ます。 
r 操作するとさ必外は、閉じてご使用 < ださい。） 


■操作音について 

•操作ボタンを押すとピッと音がします。 

•誤操作をするとピッ音が2回します。 

■表示部の明るさ調節 

•時計調節スイッチを「通常 J に合わせて「時ボタン J を巧しなが5「分ボタン J を押すことにより、表示部の明るさ 
を調節することができます。（このときピッ音が2回しますが、誤操作ではあ0ません。） 

■ r 音きお知 S せ J の消音方法 

•時計調節スイッチを「通常 J に合わせて「時ボタン J を巧しなが5 「 eco 運乾ボタン J を巧すことによ 0 、「音声お 
知 S せ J を消音することがでさます。 

にのとさピッ音が 2 回しますが、誤操作ではち 0 ません。） ミま）が日は UH - F 7011 PK のみ対象です。 



4.使用前の準備 



燃料はな油 （ J に1号'な油）を必ず使用して<ださい。 一 

• lAggl ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで<ださい。乂災の原因にな0ます。 ® 

» IA ま意 I 変質な油、不純な油などは絶対に使用しないで<ださい。 

♦1么ま意1な油は必ず乂気-雨水-ごみ-高温および直射曰光を避けた場所に保管して < ださい。 A 

ガソリンなどと一緒に保管しないで<ださい。誤って使用すると異常燃焼や义災のおそれがあ0ます。& 


•変質巧油、不純な油が原因で修理をされたときは、保証期間中でち保証の対象がとな0ます。 
•変質巧油の処理でお困0の場合は、な油をお買い巧めの販売店にご相談<ださい。 



■給油の際の手順と注意 



油タンク 


給油ポンプ 


給油□ふた 
スト レーナ （内部) 

油量計 
送油バルブ 

水 ゲージ 
水抜さバルブ 


給油は必ず消乂してからおこない、こぼれたな油はよ<ふまとつて<ださい。 
义災のおそれがあ0ます。 

•送油バルブを閉じて給油□ふたをがし市販の給油ポンプで給油して<ださい。 

油量計の針が r 満 J をさした S 給油をやめて<ださい。 

給油後は、給油□にあるストレーナを取0出して、水やごみがたまつていた S 掃瞭して 
<ださい。 

•ストレーナを取0付けて、給油□ふたを必ずちとどお0締めて<ださい。 


•給油の際は、水-ごみなどを入れないよ5にま意して<ださい。 

水-ごみなどは燃焼不良や、ス I -ーブの寿命低下などの原因にな 0 ます。 

•給油□ふたは、確実に締めて<ださい。 _^ 

•[2^^注意1乂災のぉそれがち〇ますので、給ミ由は、必ず消5^^し、）^^の気のなぃところで 
おこなつて < ださい。 


■燃料切れのま意と空気抜まの方法 


油タンクを空にしないよ3にま意して<ださい。 

油タンクを一旦空にしますと、送油経路内に空気がたまり、正常に送油ができな<なることがあ0ます。 
このよ5な場さは次の順唐で空気抜さをして<ださい。 



1. 送油バルブを閉め油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□か 5、 ゴム製送油管をがします。 

3. 送油バルブを開けゴム製送油管か 5 な油が連続して流れ出ることを確かめてか S ゴム 
製送油管をちとどお〇にストーブに取0付けます。（な油がこぼれないよ5に容器を用 
意して < ださい。） 


運転開始前の準備と確認 


■安全装置のセット、取扱上のま意 



居油面器のセット I 

初めて使用するときやシーズン初めには、ス I -ーブ正面ち下の定油面器リセットレバー 
(黒色）を左方向に止まるまで巧して<ださい。 

•リセットレバーは据付け時やシーズン初めに操作します。定油面器に強い衝 
撃を与えた0異常があったとま外は、特に操作する必要はあ0ません。 

万一点乂操作後な油が出ずにモニタヴイン E 1または E 2が表示されるよ5な 
場合はリセットレバーを巧して<ださい。 

(安全弁ががれ、巧油がスムーズに流れます。） 

•リセットレバーは乱暴に扱った0、押したままのげ態には絶対にしないで < ださい。 

































































































































































































































4 .使用前の準備 


運転開始前の準備と確認 


■送油経路の油漏れの確認 

•拉ま意 I 油タンク-コム製送油管-接合部-給油コックおよび機器などか 5 巧油漏れがないことを確認の上 
ご使用<ださい。な油が漏れていると乂災のおそれがあ0ます。 


参油漏れのあるとまは使用を中止し、油タンクの送油バルブを閉じてか5お買い求めの販売店または、お近<のコロ 
ナヴービスセンターにご相談<ださい。 


■電気配線の確認 

♦ 险ミち意 I 電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んで<ださい。 
•電源コードが給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認して<ださい。 


忆ミち意] 電源プラグ•コードの発熱-発义を防ぐために… 

•電源は必ず適正配線された単相 100 V コンセントを使用して < ださい。 

•電源コードは、途中で接続した0延長コードの使用•他の電気器具とのタコ足配線をしないで<ださい。 


■点义の要領と注意 ( UH - F 7011 PK ) 


な暖切換スイッチのセット I 

ストーブ単独で運乾する場合は「ストーブ単独 J に、ストーブ床暖房運転をおこな5場合は「ストーブ床暖 J に、床暖 
切換スイッチをセットして<ださい。床暖切換スイッチのセットは運転開始前におこなって<ださい。 

•ストーブ床暖房で運転する場さ •ストーブ単独で運転する場合 




循環水の水位確認 



• 注意 I ス I -ーブ左側面の水位計で、シスターンタンクの規定水位（上 
限か位と下限水位の間）まで循環水（コ□ナ床暖房用循環液）が入ってい 
ることを確認して<ださい。循環水が入っている場合は黄色にな0ます。 
循環水は上限な上入れないよ5ま意して<ださい。循環水を上限 W 上入れると使 
用中に循環水があふれることがあ0ます。 

水位が下限1^(下の場台は、巧暖房専用補充液を入れて<ださい。 


處か配管のか漏れの確認] 

•ストーブ内部や温水配管接合部か5水漏れがないか確認して<ださい。 

•床暖パネルの温水配管の途中にバルブを取り付けた場合は、必ずバルブが開いていることを確認して<ださい。 


4.使用前の準備 


■運乾中に巧暖切換スイッチを操作した場合のま意 

» |ストーブ単独ーストーブ床暖 1 •••自動的に一旦消乂して、約10分後に再点火し、ストーブ床暖房運転を開始します。 

そのとさ、「ジユー J という循環水の蒸発音が発生することがあ0ますが異常ではあ0ません。 

» |ストーブ床暖ーストーブ単独 1 •••運転はそのまま継続します。しば6< して「ジユー J とい5循環水の蒸発音がしま 
すが異常ではあ0ません。 


5•使用方法(使い方) 


運乾開始(点火) 


•オープンポケット内の乂力調節つまみで「自動運転 J と「手動運転 J が設定できます。 
ご希望の運転方法でご使用<ださい。 


r A 人/順居） 

■ストーブ义力調節 r 自動運転 J の場合 



•乂力調節つまみを「自動 J に合わせて<ださい。設定温度と部屋のげ況に応じ 
た乂力で燃焼します。 

♦隐計合せは 15ページ 「現在時刻の調節方法 J を参照しておこなって<ださい。 


CUH - F 7011 PKJ 


ストーブ床暖房運乾 



1 • 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ス I -ーブ床暖 J に台わせて < ださ 
い。 

3. 運転スイッチを巧して「入 J にして<ださい。 

「点乂します J の音声と同時に、「運転中 J 表示が点滅し、約3〜4分間の予備 
燃焼が終わると本燃焼にな0ます。 




※予備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力にな0ます。 

•予備燃焼時に黄色い炎（赤乂）が混じる場合があ0ますが、異常で 
はあ0ません。 
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5 .使用方法(使い方) 


◎ 

微風 



※予備燃焼後約 2.5 分間、火力は中乂力にな0ます。 

♦予備燃焼時に黄色い炎（ホ乂）が混じる場合があ0ますが、異常で 
はあ0ません。 


•ストーブ床暖房プラスヴポートヒータで床暖房能力をアップでさます。 

1 . 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーブ床暖 J に合わせて<ださい。 

3. 運転スイッチを巧して「入 J にして<ださい。 

「点乂します J の音声と同時に、「運転中 J 表示が点滅します。 

4. オープンポケット內のヴポートヒータスイッチを「入 J にしてぐださい。 
約3〜4分間の予備燃焼が終わると本燃焼にな0ます。 



切< 


入 


ヴポゾ/1 ^~夕~ 


1 


時 



運転開始（点乂） 


〔 UH - F 7011 PKJ 


サポートヒータ運転 


♦ヴポートヒータは電気ヒータです。春先や秋□など少し肌寒いと感じる<5いの季節にストーブを運転しないで 
床暖房運乾がでさます。 


1 


動 

運 

転 


時 



1 • 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入 J にして<ださい。 
次のよ5に運転します。 


サポートヒータスイッチを「入 J 
にする 


ヴポートヒータ運転ランプ点な 
サポートヒータ運転 
設定床温表示点な 
循環ポンプ作動 



床暖温度調節の設定 
床温になるよラにサポートヒータ 
出力が自動的に制御される 


床暖 


居、/]に高] 

床温調節 


切 C 藻)入 I 

かトトヒーター 


与トーブ•床暖切換 :I 

が IT 



時計-タイマー 




を〇」|〇分 I 


タイマーセツト 


自動 

手動乂力調節 


微少ル中 大 




(00 


入/切 

eco 


ほめ高め 

W A 

室温設定 


CUH - F 7011 PKJ 


※サポートヒータの通電を停止すると節電のため、表示が消好します。 


ストーブ床暖房-ヴポートヒータ併用運転 


セーブ運転 





自動 

手動义力調節 
微少ル中大 

m 

) 


入/切 

eco 


ほめ高め 

▽ A 

室温設定 


ヴポ-化-夕- 



(§) 

サポ-化-夕- 


床暖 

f ストーブ•床暖切換 1 

I がフ IIA 高 I 

床温調節 


厕 

I 切⑩入 I 

1切 (00 三連動1 

ヴポートヒーター 

微風 


• 運転スイッチを巧す 
•サポートヒータスイッチを「入 J 
にする 


• 音声「点乂します J 

-「運転中 J 表示点滅 

• 設定温度表示-室内温度表示点な 

• 設定床温表示点な 

• ル油量流出 

• 燃焼用送風機まわる 

• サポートヒータ運転ランプ点な 


• ル油量流出 
• 巧流用送風機まわる 
• 循環ポンプ作動 


-設定温度と部屋の状況に応じた火 
力になる 

-リニアダンパー作動 
• 床暖温度調節の設定床温になるぶ 
5に、リニアダンパーおよびサポ 
ートヒータ出力が、自動的に制御 
される 

•サポートヒータ 運転 


自動 運転中設定温度室内温度 

午前8：04 ピ Cc clJc E . 


3〜4分予備燃焼-_-本燃焼 

-曾動運転}- 


5.使用方法(使い方) 


※予備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力にな0ます。 

•予備燃焼時に黄色い炎（赤乂）が混じる場合があ0ますが、異常で 
はあ0ません。 


ストーブ乂力調節「ま動運ま引の場さ 


自動 


手動乂力調節 
微少ル中 大 


00 


•オープンポケット內の乂力調節つまみを「微少 J 〜「大 J の間のご希望の位置に 
合わせて < ださい。 

表示部の設定温度表示が消え、予備燃焼が終了すると乂力調節つまみの設定乂力 
で燃焼します。ただし、予備燃焼後、約 2.5 分間は最大乂力にな0ません。 

参予備燃焼時に黄色い炎（ホ乂）が混じる場合がありますが、異常ではあ0ません。 


•運乾スイッチを巧す 


• 音声「点乂します J 
-「運転中 J 表示点滅 
• 設定温度表示-室内温度表示点灯 
• 燃焼用送風機まわる 


CUH - F 7011 PKJ CFF 6811 PK ) 


[7 トーブ•床暖切物 

■ miw-w 



1 . 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット內の床暖切換スイッチを「ストーブ単独 J に合わせて 
ください。 （ UH - F 7011 PK のみ巧象です） 

3. 運転スイッチを巧して「入 J にして<ださい。 

「点乂します J の音声と同時に、「運転中 J が点滅し、約3〜4分間の予 
備燃焼が終わると本燃焼にな0ます。 


同 



-「運転中 J 表术点な 

動 

2 

S ： 

-設定温度と部屋の状況に応じた乂 

運 

お 

ぉ 

巧 

ち 

力になる 

転 



• ル油量流出 
• 対流用送風機まわる 


ストーブ単独運転 


•運転スイッチを「入 J にしたとき、「タイマー J 表示が点'なする場合はタイマー運転にな0ますので、タイマーセ 
ットボタンを巧してタイマー運転を解除して<ださい。 

•燃焼中に運転スイッチを巧して「消乂 J にしたり、タイマーセットボタンを巧すなどして約1秒!; Lb 通電を止める 
と自動消乂し、約2分間の冷却の後でないと再点义でさません。 


室温の調節（自動運起) 


オープンポケット巧の火力調節つまみを r 自動 J に合わせると、ルームヴーモによる自動運転とな0、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定温度 （22 で）が表示されますので次のよ5に調節して<ださい。 


•室溫設定ボタン「高め J を巧すたびに1で上が0ます。 
(上限30で） 

•室温設定ボタン「低め J を巧すたびに1で下がります。 
(下限1〇で） 


•自動運転時に微少乂力でち室温が設定室温よ0上昇する場合、設定室温よ03で上昇すると自動的に消乂する 
eco (エコ）運転をおすすめします。 （13 ページ eco (エコ）運転の項を参照して<ださい。） 

室温が、設定室温よ03で上昇すると消乂し、お部屋のムダな暖めすぎをおさえます。 





運転中設定温度室巧温度 


8：04 


自動 - i 起を-設定温度室の温度 

午前 8:00. cBc cOc 


同時 


3〜4分 
予備燃焼 


—串動 V 







































































































































































































































































































5 .使用方法(使い方) 


;さ ムダな暖めすぎをおさえ、 

快適な室温を保ちます。 

※設定温度の初期設定は20でです。設定温度は、室温設定ボタンで10〜30でに変更でまます。 

•室温が20で未満で30分仪上運転した場合は、最大乂力を90%におさえて運転します。 

•室温が20で必上の場合、最大乂力を80%におさえて運転します。 

•室温が24で必上で30分必上運転した場合、（設定温度を22で必上に設定）最大乂力を70%におさえて運転します。 


※乂力調節つまみが「中 J 〜「大 J のとま eco (エコ）運転をします。 

♦室温が20で公上の場合、最大乂力を90%におさえて運転します。 

•室温が24で公上で30分運転した場合、最大乂力を80%におさえて運転します。 


eco (エコ）運お方法 



• recoj 表示が点•打し、 eco にコ）運転に入〇ます。 
•セーブ運転中は、セーブ運転表示ランプが点なします。 


■eco (エコ）運転の解除 


• recoj 表示が消巧し 、 eco (エコ）運転を解除します。 

•eco (エコ）運転を解除すると eco (エコ）運転前の設定にちど〇ます。 

eco (エコ）運乾は一度セットすると記憶されますので、消乂してち解除されません。 


室温設定による自動運転の他に、乂力調節つまみによる手動乂力調節が巧能です。次のよ5にして<ださい 

r 大 J の間のご 



♦オープンポケット内の乂力調節つまみを「微少 J 
希望の位置に合わせて<ださい。 

乂力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 


■炎のげ態 

ストーブの据付けや給排気筒の設置条件で、炎は多少変化します。 

♦燃焼中の炎に黄色い炎（赤乂）が混じった0、かたよったり、上下変動することがあ0ますが、異常ではあ0ません。 


eco (エコ）運転は、自動運転時に eco 運転ボタンを巧すとご希望の設定室温に切 0 換わ 0 、セーブ消乂と eco セー 
ブ運転でムダな暖めすぎをおさえ、経済的で快適な室温を保ちます。 

また、自動運転時は最大乂力を70〜90%、手動運転時は最大乂力を80〜90%におさえてお部屋を暖めすぎないように 


• eco セーブ運転 



室温が設定温度よ0約3で上昇すると 
消乂し、設定室温まで下がると再点乂 
します。 


運乾します。 



〔設定温度20での場合） 

•eco (エコ）運転 


eco 運転を巧すと 
設定温度が20でに 
切0換わ0ます。 







■ 


1-1 


最大乂力を70〜90%にお 
えて室内を暖房します。 



手動運転時 


自動運転時 


eco 運転ボタンを巧して < ださい。 


再度、 eco 運転ボタンを巧してください。 


•eco (エコ）運転でセーブ消乂がくりかえされるとガラス円筒にすすがつくことがあります。ときどき eco (エコ) 
運転を解除し、乂力を中〜大で1〜2時間燃焼させて<ださい。 


(手動 IS 節一手動運乾) 


eco (エコ）運乾 



今 


5.使用方法(使い方) 


床暖パネルの温度調節 



ストーブ床暖房運転、ヴポートヒータ運転、ストーブ床暖房•サポートヒータ併用運転のいずれの場さち循環水が設定温度に 
なるように、自動的に温度調節されます。また、設定床温は6段階にグラフ表示されます。グラフ表示3つ目は、床暖パネル 
のカーペット表面をほぼ33〜34で（床暖パネル3畳の場合）に保つ循環水温度を示します。ご参考にされると便利です。 




•床温調節ボタンを押すと次のように床温調節でさ設定床温表示グラフ 
ち移動点なします。 

•「低 J ……1回巧すと設定温度を6で下げ、グラフ表示が下に 
移動。 

•「高 J ……1回巧すと設定温度を6で上げ、グラフ表示が上に 
移動。 


•設定巧湿は巧暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は、設定温度または乂力調節つまみでおこなって < ださい。 
カーペットの表面が熱< な0すぎないよ5設定床温には、十分を意して < ださい。 


運乾停止（消乂) 


f 消义順唐） 

( UH - F 7011 PK ) ( FF 6811 PK ) 

をトーブ床暖房運転 I をトーブ単独運転 



rUH - F 7011 PK ) 

I ヴポートヒータ運転 



運転スイッチを押して「切 J にして<ださい。 

r 消乂します J の音声と同時に「運転中 J 表示が消なし、消乂 

します。 

燃焼室が;令却すると、約10分後に燃焼用送風機、対流用送風機、 
※循環ポンプ（ストーブ床暖房運転のみ）が停止し、すべての表示 
が消なします。 が！]は UH-F7011PK のみ巧象です。 


サポートヒータスイッチを「切 J にして<ださい。 

サポートヒータ運乾ランプ、設定床温表示が消巧し、ヴポートヒ 
一夕、循環ポンプが運転を停止し、すべての表示が消口します。 


rUH - F 7011 PK ) 

をトーブ床暖房-ヴポートヒータ併用運乾 



運転スイッチ、サポートヒータスイッチを「切 J にして<ださい。 
r 消乂します J の音声と同時に、ヴポートヒータ運転ランプ、「運転 
中 J 表示が消なしサポートヒータが運転を停止します。燃焼室が 
冷却すると、約10分後に燃焼用送風機、対流用送風機、循環ポン 
プが停止し、すべての表示が消なします。 

ヴポートヒータスイッチの切0忘れにま意して<ださい。 


♦運転停止中は、節電のためすベての表示が消なします。 


♦ 拉を意 I 2曰な上家をおけるなど長時間使用しない場さは、運転が完をに停止してから電源プラグをコンセントから巧いて<ださい。 
•が出のとさは、必ず運転を停止（消乂）して<ださい。 

•緊急時必がにストーブに強い衝撃を与えた0、電源プラグを抜いての消乂はしないで < ださい。 


消义後、再点义するとまの注意 


•燃焼中に誤って電源プラグを抜いた0、運転スイッチを r 切 J にすると再点乂安全装置の働きでストーブが冷却されるま 
での約2分間は再点乂でさません。ただし瞬間的な消乂操作（約1秒必内）の場合は、そのまま燃焼が継続されます。 


mEB 










































































































































5 .使用方法(使い方) 


現在時刻の調節方法 


時計-タイマー 
ちせ作ター 


1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「時計合せ J にします。 
はじめて使用するときや、電源プラグを長時間抜いたときは、時刻表示 
は一：—を表示します。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを巧して現在時刻を合わせます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 

① r 時 J ボタンを巧して"午前6 : 00" にします。 ③「分 J ボタンを押して"午前6 : 15" にします。 


時 CpP 

) 〇分 ‘ 

r ぃ 

r —ム ■ ■ 

W 

一 _ N 


午前 


5:011 


時 CD 

Cn 

) 分 

r 

Hi 


午前 


b * lb. 


時計 

合せ 


通常 



タイマー 

哈せ 


3. 必ず時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどして<ださい。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどした時点か5動さ始め 
ます。） 


♦必ず時計調節スイッチが「通常 J になっていることを確認して<ださい。 

♦30 秒必內の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はあ0ませんが、それ似上の停 
電で、時刻表示が一：一一を表示した場合は、時刻さわせをおこなって < ださい。 


タイマーの使用方法 


■運転時刻の合わせ方 


1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「タイマー合せ J にします。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを巧してタイマー点乂時刻を合わせま 
す。「分 J は5分きざみに動さます。 


例：午前6時30分に合わせる場合 

① r 時 J ボタンを押して"午前6 : 00" にします。 ③ r 分 J ボタンを押して"午前6 : 30" にします。 



時餐 

) 〇分 

r 。 

r — ム — ■ 

w 

一 _ N 


時計-タイマー 


時計 

合せ^含せ 


午前 


ろ••なな 幢 到^午前 目:3日 

これでタイマーセット時刻が記憶されました。 

3. 必ず時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどして<ださい。これで時刻 
表示には現在時刻が表示されます。 


5.使用方法(使い方) 


■タイマー運乾方法 


rUH - F 7011 PK ) rFF -6811 PK ) 

lx トーブ床暖房運乾 j をトーブ単独運転 



1. 運転スイッチを押して「入 J にして<ださい。 

(運転中の場合は運輯スイッチを押す必要はあ0ません。） 

2. ご希望の設定温度または、乂力に合わせて<ださい。 

3. ^床温調節ボタンで、ご希望の設定床温に合わせて<ださい。 

(ストーブ床暖房運転の場合） ※印は UH - F 701 1 PK のみ対象です。 

4. タイマーセットボタンを巧して<ださい。 

r タイマーセットしました J の音声と同時に時刻表示にタイマーセッ 
卜時刻が表示され、「タイマー J 表示が（燃焼中の場合ち）点なし、 
タイマー運転に入0ます。 

(運乾停止中にタイマー運転をした場合は燃焼用送風機が10分間運 
転します。また、運転中にタイマー運乾をした場合は、自動消乂し、 
運転を停止します。） 


rUH - F 7011 PK ) 

ヴポートヒータ運乾 



1. オープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入 J にして<ださい。 

2. 床温調節ボタンでご希望の設定床温に合わせて<ださい。 

3. タイマーセットボタンを押して<ださい。 

r タイマーセットしました J の音声と同時に、時刻表示にタイマー 
セット時刻が表示され、 r タイマー J 表示が点'打し、タイマー運転 
に入0ます。 


rUH - F 7011 PK ) 

をトーブ床暖房-ヴポートヒータ併用運転 



1. 運転スイッチとサポートヒータスイッチを「入 J にして<ださい。 
(運転中の場をは運転スイッチを巧す必要はあ0ません。） 

2. ご希望の設定温度または、乂力にさわせて<ださい。 

3. 床温調節ボタンでご希望の設定床温に合わせて<ださい。 

4. タイマーセットボタンを押して<ださい。 

r タイマーセットしました J の音声と同時に時刻表示にタイマーセッ 
卜時刻が表示され、「タイマー J 表示が点巧し、タイマー運転に入0 
ます。 

(運転停止中にタイマー運転をした場含は燃焼用送風機が10分間運 
転します。また、運転中にタイマー運転をした場合は、自動消火し 
運転を停止します。） 


♦が出時など、留守中に燃焼を開始するようなタイマーセットは、絶対にしないで<ださい。 

•タイマー運転は、運転スイッチが「入 J になっていないと運転が開始されません。 

♦タイマー運転中は、節電のためタイマーセット時刻表示の明るさ（輝度）が落ちます。 

♦タイマーセット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーセット時刻と「タイマー」表示が表示され続けます。 






































































































































































































































5 .使用方法(使い方) 


タイマーの使用方法 


■タイマー運転の解除 



•再度、タイマーセットボタンを巧してか S 
運転スイッチおよびヴポートヒータスイッ 
チを「切」にして<ださい。 

タイマー表示が消なし、時刻表示に現在時 
刻が表示され（時計動作コ□ン点滅)、タイ 
マー運転が解除さます。 


■タイマーセツト時刻-現在時刻の確認 


•タイマーセツト時刻の確認 

•時計調節スイッチを「タイマー合せ J に合わせます。 


•現在時刻の確認 

•時計調節スイッチを「時計合せ J に合わせます。 



午前 


6： 30 


時刻表示にタイマーセツ 
卜時刻が表示されます。 

•確認後、時計調節スイッチは、必ず「通常 J 位置にちどして<ださい。 



m. 

午後 い•い 

時刻表示に現在時刻が表 
示されます。 



微風ファンの使用方法 


参微温風が出てお部屋を効果的に暖めます。 



才ープンポケット内の微風運転スイッチを r 連動 J または、「単独 J に合わせてください。 
微風運転が開始されると微風吹出□か5微風が出てきます。 

• 「連動 J に合わせるとストーブが運転し、予備燃焼終了後に微風ランプが点巧し、微 
風運転を開始します。 

• 「単独 J に合わせると微風ランプが点なし、ストーブ運転に関係な<微風運転を開始 
します。 

•「切 J に合わせると微風ランプが消なし、微風運転を停止します。 


運乾停止中ち時計を表示させたいとま 


•運転停止中は節電のため現在時刻は消'なしますが、下記の方法によ0現在時刻を表示させることがでさます。 


■現在時刻を表示させる方法 


時 gjio 分 I 



自動 

手動乂力調節 
微少ル中 大 

(00 ) 


セット 


入/切 

〇 

eco 


低め高め 

3晶設钱 


r 時 J ボタン 
を巧しなが5 


r 高め J ボタン 
を押す。 



•時計調節スイッチを「通常 J 位置に合わせて r 時 J ボタンを巧 
しなが5室温設定ボタン「高め J を巧すことによ0、常に現在 
時刻を表示させることがでさます。 

(停電になった場さは再度操作をおこなって < ださい。） 

※節電中に操作部のいずれかのボタンを巧すことによ0、現在時 
刻を確認することがでさます。 


5.使用方法(使い方) 


自己診戦モニタについて 


ストーブにトラブルが発生すると、トラブルのげ態が表示部に記号表示（自己診断モニタ）されます。 
r 故障•異常の見分け方と処置ち法 J に7〜28ページ）をご覧にな0、記号表示に合った必要な処置をして < ださい。 
<自己彰断モニタ> 


表示 



原 

因 



解除ち法 

表 

示 


原 


因 



解除ち法 

E 1 

途 


中 

消 


乂 


P 1 

ポ 

ット 

予 

熱 

不 

足 


E 2 

不 


着 



乂 


P 2 

ポ 

ット 

旧 

/皿 

度 

低 

下 


E 3 

対 


震 

作 


動 


P 3 

ポ 

ット 

異 

常 

過 

熱 

の 

E 5 

排 

気 

管抜け 

検知 

作 

動 


P 4 


不 


消 



乂 

似 

E 6 

ル 

— 

ムサ • 

-モ 

断 

線 




( 

消乂時 

間 

が長 

い 

) 


E 7 

過 

熱 

防止 i 

装置 

作 

動 

① 

P 5 

基 

板 


不 


良 


E 9 

停 





電 

F 1 


熱 

交ヴ 

— 

モ 

作 

動 


E 8 

疑 


似 

乂 


炎 


F 2 


湯 

温ヴー 

ミ 

スタ 

ate 

断 

線 

① 

E A 

燃 

焼 ] 

用送風機異律 

:検 

出 


FC 


湯 

温ヴー 

ミ 

スタ 

短 

絡 


EC 

ル 

— 

ムヴ • 

-モ 

短 

絡 


HE 

不完全燃焼防止装置検知部異常 


EE 

停 

止 I 

時ポッ I 

卜異律 

:過 

熱 


HC 点滅 

不完全燃焼防止装置作動 

⑤ 

EO 

機 

巧 

ヴ ー H 

スタ 

作 

動 


HH 点滅 

連続不完全燃焼通知機能作動 



H H 点な 

再 

点乂防 

止 

機能 

作 

動 

④ 


■解除方法 


ま）※即ま UH - F 7011 PK のみ対象です。 


① 運転スイッチを一さ「切 J にし、再び r 入 J にして<ださい。 

② お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼して<ださい。 

③ 直ちに部屋の換気を十分にして、運転スイッチを一旦「切 J にし、再び「入 J にして<ださい。 

④ 解除できません。直ちに部屋の換気を十分にして、お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナヴービスセンターに修理を依頼して<ださい。 


•お買し)求めの販売店または、お近くの〕□ナサービスセンターに連絡していただく際は、表示している自己彭断モニタもお知5せください。 


使用上の注意 


本書の r 特にを意していただきたいこと（安全のために必ずお守〇< ださい） J の他に、次の項目についてちを意して < ださい。 


•ス I -ーブの上面板-上面ガード-前面ガードなどは高温です。やけどにミま意して<ださい。 

特にお子さまをストーブに近づけないで<ださい。 

•上面ガードを取0がした0、前面ガードを開いたまま使用しないで<ださい。誤って放熱 
器やガラス円筒などの高温部にふれますとやけどをします。また上面ガードは、地震など 
によ0可燃物が落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえず取0がし 
た場をは、必ずちとの状態に取0付けておいて<ださい。 

•雷が発生したとさ、雷（誘導雷）によ0—時的な過電任がかかってち、過電任防止装置が機器を保護するし < みになっています 
が、大きな雷（直撃雷など)の場合は、電子部品を損傷するおそれがあ0ますので、電源プラグをコンセントか5抜いて < ださい。 
•給排気筒トップや排気管は高温です。やけどにミち意して<ださい。 

•給排気筒閉そ<危険 

I A 壁化 I 給が気筒がつまった0、ふさがれたままで使用しないで<ださい。ふさがれて 
I 一 dp I いると きは、除雪して<ださい。また、板などによる「雪固い J は給排気の妨 
げになるのでおやめ<ださい。 

閉そ< していると運転中に排ガスが室内に漏れて、危険です。 

•ガラス円筒には水をかけた0、衝撃をあたえた0しないで<ださい。ガラスが割れ危険です。 

•ストーブ前面付近は、ふ<射熱が強いので、熱に弱いちのを置いた0、敷いた0しないで<ださい。変色や変形し 
た0することがあ0ます。 

•シーズンオフのように長期間使用しないときは、コンセントか5電源プラグを抜いて<ださい。 




床暖房の床温調節 


〔 UH - F 7011 PK ) 


•設定床温は、床暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は設定温度または乂力調節つまみでおこなって<ださい。 
カーぺットの表面が熱<な0すぎないよ5設定床温には十分ま意して<ださい。 


循環水の凍結予防（循環液のま入) 


CUH - F 7011 PK ) 


腐食予防および凍結予防のために必ず循環液を入れて<ださい。 

参循環液は必ずコ□ナ床暖房用循環液(別売品)をご使用 < ださい。他の不凍液を使用した0混合した0すると製品の寿命が短< な0ます。 
•循環液は3年を目安に入れかえて<ださい。（開封した循環液ち含む） 




































































































































































6 .安全装置 


このス I -ーブには次のよ5な安全装置がついています。 

すべての安全装置は、異常が取〇陈かれてち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 

原因-作動結果 

処置ち法 

対震自動消乂装置 
( り I 表示) 

•強い地震（震度5な 上） や衝撃を受け 
たとき ク 

•自己彰断モニタ If 5, 1表示 
-自動的に消乂 

• ストーブの周辺や、給気ホース•排気管 
のがれ、油漏れなどの異常がないことを 
確認してか5点乂操作をしてください。 
(巧 震 自動消火装置は作動後自動的に 
セットされます。） 

I 

点义安全装置 

燃焼制御装置 

(フレーム□ッド） 

^ E 1 1 表示 ) 

、（途中消乂）（不着乂） 1 

•点乂ミスをしたとき 
•途中消乂をしたとき 
•炎が異常にかさいとき 

ク 

-自己診断モニタ If ,<1表示または 

1 tP 1表示 
-自動的に消乂 

• 曰萬の点お-手入れ （21 〜25ページ 
参照）をしてか5点乂操作をして< 
ださい。 

•なおち異常がある場合は、お買い求 
めの販売店または、お近<のコ□ナサ 
ービスセンターにご相談<ださい。 


厚電安全装置 

1 ^表示表示 \ 

(30 秒仪上）^1秒似上^ 

\ 130秒未満 j / 

•停電したとさ 

•電源プラグが抜けたとま 

ク 

•通電後自己診断モニタ If 7 1表示ま 
たは Ifg 1表示 
-自動的に消乂 

• lUJ の場合、時計などのセットを 
してか5、点乂操作をして<ださい。 

• U 二弓 I の場合、通電後点乂操作をし 
て < ださい。 

• 電源プラグを確認して<ださい。 

過熱防止装置 

•安全ヴーモスタツト85で 

(| t 7| 表示） 

• 巧流用送風機のフアンガードやスト 
ーブの前面がふさがったとき 
•ス1-ーブの前面に障害物などがある 
とさ 

ク 

-自動的に消乂 

•ス1-ーブが冷却された後自己診断モ 
ニタ If 7 1表示 

•原因を取0除いてか5点乂操作をし 
て < ださい。 

•処置をしてち 繰 0返し作動するとさ 
は、一旦運乾スイッチを押して「切」 
にし、お買い求めの販売店または、お 
近<のコ□ナサービスセンターに連絡 
して < ださい。 

不完全燃焼防止装置 

•ガスセンサー 

(|, ST | 点滅表示） 

連続不完全燃焼通知機能 
( HH 点滅表示） 

再点乂防止機能 
(|片771点：0表示） 

• 排気が室内に漏れ不完全燃焼防止装 
置が働いたとま 

ク 

-自己診断モニタ1 1点滅表示 

-自動的に消乂 

• 不完全燃焼防止装置が連続して4回 
作動し「連続不完全燃焼通知機能」 

が働いたとさ 

ク 

-自己診断モニタ1 WW 1点滅表示 
-自動的に消乂 

•さ5に不完全燃焼防止装置（不完全 
燃焼通知機能）が連続して3回作動 
し再点乂防止機能が働いたとま 

ク 

-自己診断モニタ1 «« 1点な表示 
-自動的に消乂 
-再点火できません。 

• 部屋の換気を十分にして<ださい。 

• 排気管ががれていないか、他の燃焼機 
器の影響を受けていないか確認して< 
ださい。 

^•部屋の換気を十分にして、お買い求め 
の販売店または、おぶ<のコ□ナサー 
ビスセンターに連絡して<ださい。 


mEB 


7•その他の装置 


装置の名称 

原因-作動結果 

処置ち法 

再点义安全装置 

•消乂直後、再点乂操作したとさ 

ク 

-約2分間の冷却後でないと点乂動作に 
入らない 

/ •約2分経過後、自動的に点乂動作、 

を開始します。 ) 

排気管抜け検知装置 
( E 5 表示） 

• 排気管の接続部が外れたとま 
• 排気管抜け検知用リード線ががれた 
0、 断線したとき 

ク 

. 自己診斷モニタ I £5 I 表示 
•ス I -ーブの運転を停止 

• 給排気筒および排気管の接続部に、 
がれ-ゆるみがないか確認して<だ 
さい。 

• 排気管抜け検知用リード線のゆるみ 
または、がれ•切れがないか確認し 
て < ださい。 , 

^ I 排気管损が删リ-ド劍 

燃焼用送風機異常 

検出装置 
(1心 二 /71 表示） 

• 回転数が異常に低下したとき 

ク 

. 自己診断モニタ Iffl I 表示 
•ス I -ーブの運転を停止 

•お買い求めの販売店または、お近< 
のコ□ナサービスセンターに修理を 
依頼して < ださい。 

過電流防止装置 
(表示部全消口） 

• 内部配線のショートによ 0 過電流が 
流れたとさ 

ク 

•電流ヒューズが切れ、すべての運乾 
を停止 

•お買い求めの販売店または、お近< 
のコ□ナサービスセンターに修理を 
依頼して < ださい。 

循環水過昇防止装置 
(F I 表示） 

• 循環水が極端に減少したとさ 
• 循環水が循環しないとき 

ク 

• 自己診断モニタ |,c / I 表示 
•ス I -ーブの運乾を停止 

• 循環水の量を確認する等によ 0 循環水 
過昇原因を取 0 除さ、点乂操作をし 
て < ださい。 

• なおち異常がある場合はお買い求め 
の販売店または、お近<のコ□ナサー 
ビスセンターにご相談 < ださい。 

サポートヒータ 

過熱防止装置 

• 循環水が極端に減少したとま 
• 循環水が循環しないとき 

ク 

-サポートヒータへの通電を停止 
(温度が下がると自動的に通電を再開） 

•運転を一旦停止して、曰常の点検- 
手入れ （25 ページ）をして<ださい。 

• なおち異常がある場合はお買い求め 
の販売店または、お近<のコ□ナサー 
ビスセンターにご相談 < ださい。 

機巧ヴーミスタ 
(|心 二 引 表示） 

• 巧流用送風機が異常停止したとま 
• 対流用送風機のフアンガードやスト 
ーブの前面がふさがったとさ 
•ストーブの前面に障害物などがある 
とさ 

ク 

-自己彰断モニタ IfD I 表示 
-自動的に消乂 

•原因を取 0 除いてか 5 点乂操作をし 
て < ださい。 

• なおち異常がある場合はお買い求め 
の販売店または、お近ぐのコ□ナヴー 
ビスセンターにご相談 < ださい。 


ミ主）※即ま UH - F 7011 PK のみ巧象です。 



























































































8 •曰常の点巧 • 手入れ 


点検、手入れのとまのを意 


点検-手入れは消乂後、ポットパーナが冷却してか S 必ず電源プラグをコンセントか5抜いておこなって<ださい。 


ド^^、を章 I ♦電気部品の分解や市販品との交換は絶対にしないでください。 
♦燃焼部の分解は絶対にしないでください。 


点検、手入れの必要頂目、時期、方法 


■周囲の可燃物（使用ごと） 

• &^注意1ストーブの周固は、常に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないで < ださい。 


■ほこ0 (使用ごと） 

•ス I -ーブにほこりが付いたが態で運転をしないで<ださい。 

•ストーブ外観のほこ0や巧れは乾いたやわ5かい布などできれいにふきとって<ださい。シンナー-アルコール•ベ 
ンジンなどは使用しないで<ださい。 

■油漏れ-油のたま0 • 油のにじみ（使用ごと） 

•置台-油タンクに油漏れ-油のたま0や油のにじみがないか、点検して<ださい。 

また、給油の際にこぼれたなミ由は、よ<ふまとって<ださい。 

•油漏れがある場さは、お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼して<ださい。 

■ゴム製送油管の点檢-交換の目安いースンのネリめ） 

•拉注意 I 油タンクやコム製送油管-接合部-給油コックおよび機器など力巧のな油漏れがないことを確認の 
上ご使用 < ださい。 

にミも哥•ゴム製送油管は、屋外で使用しないで<ださい。屋外での使用は禁止されています。 

•ゴム製送油管は、経年変化しますので、手で少し巧げ、ひび割れがないか点検し、ひび割れがあるとき 
は交換して<ださい。交換の目安は、3年に1度です。交換はお買い求めの販売店または、お近<のコ 
□ナヴービスセンターに依頼して<ださい。 


国ミ由タンク（シーズンのネリめ、適時） 

•油タンク内に水やごみがたまっていないか点検して<ださい。 

油タンク内の水抜まおよび掃除は、油タンク付属の取扱説明書に従っておこなって<ださい。 

■給が気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 

♦ ^警を I 給が気筒(管•ホース）ががれたまま使用しないで < ださい。かれていると運転中にがガスが漏れ 
て危険です。 

♦ ^警告 I 積雪が多いときには、給が気筒トップの周 0 が雪でふさがれていないことを確認して<ださい。 

参給排気筒およびトップの周回に障害物が置いてないか、とさどき点検して<ださい。 

障害物が置いてある場合は、移動して<ださい。 


■給が気筒接続部のゆるみおよびトツプ周囲の点檢 （1 シーズン1〜2回） 

•給排気筒がつまると不完全燃焼をおこします。 

シーズン初めには必ず点検し、<ちが巣をつ<った0異物が入った0してい 
るとさは、必ず掃除して<ださい。 

•給排気筒および、排気筒の接続部ががれた0、排気管抜け検知リード線がが 
れた0、断線していないか点検して<ださい。 

•給排気筒を一度取0がして、再び取0付けるとま、排気管の接続部内部には 
めこんである0リングが破損していないか確かめて<ださい。 

破損していた場合は、お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナヴービスセンターに交換を依頼して<ださい。 



8•曰常の点検•手入れ 


■給気ホース • 另 t 気管の点検（シーズンのネリめ、適時) 

•給気ホース-排気管の接続部ががれていないか点検して<ださい。 

•給気ホースが排気管にあたっていないか点検して<ださい。 


■定油面器のストレーナの掃除備獻 

(お買い求めの販売店または、お近くの〕□ナサービスセンターに依頼してください。 ) 

•定油面器には、ごみを除<ためのストレーナがついています。 

ごみがたまるとな油の流れを巧ばて十分な义力が出な<な0ます。 

次のよ5に掃除して < ださい。 




1. 油タンクの送油バルブを閉じて<ださい。 

2. ス I -ーブの前板を止めているねじ （5 本）をがし、前板の下 
側を引き上げて前に引いて取りがしてください。 

3. 操作部を左図のよ5に①操作部の左側を少し引き上げて、 

③手前にまわして開いて<ださい。 

4. ストレーナの掃除□に八ガキなどの厚紙を差し込んで油ガイ 
ドを作0、その下に容器を置いてストレーナの止めねじをゆ 
るめてかして < ださい。 

定油面器の巧れた巧油やごみが全部流れ出ます。 

5. ストレーナを取0出してされいなな油の中ですすぎ洗いをし 
て < ださい。（水で洗わないで < ださい。） 


組み立てるとさは 

•ストレーナゴムパツキンを忘れないようにして<ださい。 
•ストレーナを逆に入れないで<ださい。また、底部（黒色) 
が必ず左横になるよ5に取り付けて<ださい。 

•ストレーナの止めねじを固<締め付けて<ださい。 

•油漏れがないか確認して<ださい。 


■巧流用送風機のフアンガードの掃除觸に 1 回 m 上) 



•ファンガードがごみやほこ0で目づま〇すると送風力が弱<な0排気温度が上昇 
する原因にな0ます。（過熱防止装置（安全ヴーモスタット）または機内ヴーミ 
スタの働まで運転が停止する場合があ0ます。： I 次のよ5にス I -ーブ裏面のファ 
ンガードの掃除をおこなって<ださい。 

1. 運転を停止し、巧流用送風機が止まっていることを確認して<ださい。 

2. 掃除機などでファンガードについたほこ0を取り除いて<ださい。 





















































8 •曰常の点検•手入れ 


点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■ポッ トバーナの 掃除（適獻 (1 潰い求めの販売店または、おおくの〕□ナサ-ビスセンタ-に依頼してください。 ) 
胃掃除は、ストーブを消义させ十分冷却してからおこなって<ださい。 

熱いげ態でおこなうとやけどのおそれがあ0ます。 

•ポットバーナにすすがついて炎のおが不揃いになつたとまや消乂がおそ<なつたとまは、次のよ5にすすを取0除 
いて < ださい。 



1. 上面ガードをはずして4本のねじをがし、燃焼筒ふた押えを取つ 
て < ださい。 

2. 燃焼筒ふたをがして<ださい。 

3. スケルトンをガラス円筒にあてないよ5に取0がして<ださい。 

4. 燃焼リングをフレーム□ツドに当てないよ5にま意して左図のち 
向に燃焼リングをまわし、取0がして<ださい。 



5. ノズル、点乂ヒータ、点乂ネットを変おさせないよ5にポット八' 
ーナ內部のすすをドライバーなどでかま落としてか5巧などでふ 
さとって < ださい。 



スケルトン 
燃焼リング 


6. 組立ての際、燃焼リングは、左図のよ5に確実に取0付けて<だ 
さい。 


8•曰常の点検•手入れ 


■反射板-ガラス円筒の掃除備時） 

♦ r ごま意 I 掃除は、ストーブを消乂させ十分冷却してからおこなって < ださい。 
熱いが態で行5とやけどのおそれがあ0ます。 


•反射板およびガラス円筒にほこ0がたまると、反射効率が悪<なるばか0でな<危険です。 
次のようにほこ0を取0除いて<ださい。 




1. 前面ガードをち側の固定ばね （2 個）か5がし左側にまわして< 
ださい。 

2. ガラス円筒を割5ないようにを意して掃除機などで反射板および 
ガラス円筒のほこ0をきれいに掃除して<ださい。 

3. やわ5かい布などで反射板およびガラス円筒をきれいにふいて< 
ださい。 

4. 掃除が終わった5、ちとどお0に取0付けて<ださい。 

•前面ガードは、確実に取0付けて<ださい。 


■ガラス円筒内部の掃除 (適時） 03買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスセンターに依頼してください。 ) 

♦ r ご注意 I 掃陈は、ストーブを消义させ十分冷却してからおこなって < ださい。 

熱いげ態で巧5とやけどのおそれがあ0ます。 

•長期間の使用によ0ガラス円筒がすすけて炎が見えに<<なったとさは、 23ページ 「ポットバーナの掃除 j の項に 
従い、スケルトンをかしてガラス円筒を掃除して<ださい。 


参ガラス円筒には、水をかけた0、衝撃をちえないようにを意して<ださい。 

•運転中にガラスが徐々にすすけた場合は、しば5<の間（約30分間）乂力を大き<することによ0、すすを除 
去することができます。 


■点义ヒータ•点义ネット•ノズルの点検(シ-ズンの巧め） 

G お買い求めの販売店または、お近 < のコ□ナヴービスセンターに依頼して < ださい。) 

♦点乂ヒータや点乂ネットにすすが付着すると赤熱が低下した0、油のひろが0が悪<な0、着乂不良の原因にな0ま 
す。 

♦ノズルの先端にすすが付着すると異常燃焼になった0、着乂不良や消乂時間が長<なる原因にな0ます。 

点乂ヒータ、点义ネット、ノズルの点検•交換はお買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに依 
頼して < ださい。 

■フレームロッド（燃焼制御装置）の点巧備時） 

0お買い求めの販売店または、お近 < のコ□ナサービスセンターに依頼して < ださい 。 J 
•フレーム□ッドの先端にすすが付着した0、フレーム□ッドが変形すると誤作動の原因にな0ます。 

フレーム□ッドの点検-交換はお買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに依頼して<ださい。 
















































































8 •曰常の点検•手入れ 


点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■循環水の補給 (適時） ( UH - F 7011 PK ) 



シスターンタンク内の循環水は、少しずつ蒸発します。 

とまどま水位を確認して循環水が不足している場合は、規定水位まで床暖 
房専用補充液を補給して<ださい。 

•給水□扉を開き、床暖房専用補充液を上限水位まで補給して<ださい。 


•コ□ナ純正床暖房用循環液は、凍結予防の他に床暖房に使用される機器（ストーブ-床暖パネル-配管部品など) 
の防鐘効果を目的に作5れた循環液です。循環液はすでに純水で適正な濃度に調合してあ0ますので、試運転時に 
はこのままストーブに入れて<ださい。 

•他社銘柄の防鐘剤、不凍液（特に車両用など）を使用した0、混合した0すると防鐘効果が発揮されず機器の耐义 
性がそこなわれた0、粘度があわずポンプの性能が十分発揮されずに沸騰してしま5ことがあ0ます。 

♦循環液は、常湿では引乂しませんが、加熱されたストーブの上などにかかると着乂することがあ0ますので取0扱 
いには十分ま意して<ださい。 

•循環液は3年を目安に入れかえて<ださい。（開封した循環液ち含む） 

♦循環液の凍結温度は、一20でに調合されています。 


■温水配管の点検 • 交換の目ま（シーズンの巧め、適時） CUH - F 7011 PK ) 

•ストーブ内部や温水配管接続部分か5水漏れがないことを確認して<ださい。 

•パックチューブは経年変化しますので手で少し曲げ、ひび割れがないか点検し、ひび割れがあるとさは交換して<だ 
さい。交換の目安は3年に1度です。交換はお買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに依頼し 
て < ださい。 


■地震などのが害が発生したとまの点検について 

•地震などの災害が発生し、ストーブに振動や衝撃が加わったとさは、運転前に必ず次の点検をおこなって<ださい。 
•給排気筒周0のがれ、漏れの確認 
-な油配管か5の漏れの確認 

♦点検で異常が見つかった場合は、お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼して< 
ださい。 


9.定期点検 


長期間ご使用にな0ますと、ストーブの点検が必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施して<ださい。点検のご相談は、お買い求めの販売店または、 
お近くのコ□ナサービスセンターまたは修理資格者 U 財）日本石油燃焼機器保守協会 （ TEL 03-%99-2928) でおこ 
な5技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など）のいる店までお問い合わせ<ださい。 


愛情点検 

I 長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ I 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•油ちれがする。 

•強いにおいがする。 

•運転中に異常な音がする。 
•その他の異常や故障がある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必ずお買いホめの 
販売店または、お近<のコ□ナサービスセ 
ンターにご連絡<ださい。点検-修理につ 
いてのご費用など詳しいことはお買い求め 
の販売店または、お近<のコ□ナサービス 
センターにご相談<ださい。 


msm 




























10 •故障•異常の見分け方と処置方法 


■次のよ5な現象は故障ではあ0ません。 

•修理を依頼される前にち5—度お確かめ<ださい。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

乂 

時 

巧]めて使用するとさやシーズンのネリめに煙やにおいがでる。 

耐熱塗料やほこ0が焼けるためです。 

しば5<窓をあけて換気をして<ださい。 

すぐに点火しない。 

予熱点乂方式のため予熱時間が2分程度必要です。 

(予熱時間は室温によ0多少変化します。） 

燃焼開始時や消乂後に「ピチピチ」や「カンカン J とい5 
音がする。 

本体内部が熱によ0膨張、収縮するためです。 

点乂時にポンと音がする。 

点乂するとまに発生する着乂音で、異常ではあ0ません。 

燃焼開始時に黄色い炎（ホ乂）が混じる。 

異常ではあ0ません。 


■使用中に異常があった5次表によ0原因を調べて処置をして<ださい。 

•原因のわか5ないときや処置のむずかしいとさはお買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービス 


※印部の現象-原因は UH-F701 1 PK のみ対象です。 


現象 

原因 \\ 
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電源プラグをコンセントに差し込んでいない 














強い地震びあった。または、ス I -ーブに衝撃を 
与えた 



参 











送油バルブが閉まっている 

参 

参 












定油面器の安全装置び作動している 

参 

♦ 












ゴム製送油管に空気だま0びある 

参 

• 












定油面器に水、ごみびはいっている 

参 

参 












給排気筒の設置び基準通0でない。排気管び長すぎる 














巧流用送風機のフアンガードにほこ D びたまった 





• 



参 






給排気筒の工事び不適当のため排気ガスを吸い込んでいる 

♦ 













燃焼 U ングび変形している 














給排気筒トップの先端びおおわれている 

参 













油漏れびある 














給排気筒接続部び外れている。 

排気管巧けお知用リード線端子接続部びゆるんでいる 




• 










フレーム□ッドにすすび多量に付着した 

• 






• 







循環ポンプび故障している 《 









参 





循環水び不足している 《 









• 





温水配管びつぶれている。温水ジョイントのコックが閉じている※ 









• 





長時間停電びあった （30 秒！; Lb ) 





• 









停電びあった （1 秒(上30秒未満） 






♦ 








微風フアンび故障している 














不完全燃焼防止装置び故障している 










参 




室内に排気ガスび漏れた 











参 

• 

• 


10.故障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

• 

そ 

の 

他 

炎の一部が揺5ぐ。青炎の中に黄色い炎（赤乂）が混じる。 

異常ではあ0ません。 

給排気筒の先端か5連続的に白煙が出る。 

外気溫が低<なると、排気ガス中に含まれている水分が凝結し 
て水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではあ0ません。 

'打油ぎれの際に一瞬炎が大き < なつて消火する。 

異常ではあ0ません。 

タイマー運転中に表示部の表示が暗い。 

待機時の節電のためです。異常ではあ0ません。 

「カチカチ J 音がする。 

電磁ポンプの運転音で異常ではあ0ません。 

ガラス円筒が白<なる。 

な油中の成分がガラス円筒に付着するためです。異常ではありません。 


•次のような現象のときは使用を中止し、油タンクの送油バルブを閉じてお買しぶめの販売店または、おおくの〕□ナヴ-ビスセンタ-に連絡ください。 


現 象 

泣 が 

点乂時-燃焼時-消乂時に「ボーン」とい5大きな音がした。 

ストーブが損傷した0パッキンが飛散しているおそれがあります。 

黒煙を出して燃えている。 

燃焼が異常になっています。 

置台にな油が漏れている。 

送油配管ぶ0な油が漏れています。 


センターにご連絡<ださい。 


室内温度表示に自己診断モニタが表示されます。 
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処置方法 







参 





コンセントを確実に差し込む 












ス I -ーブの周辺や、給気ホース-排気管の外れ、油漏れなどの異 
常がないことを確認してか b 点火操作をする 












送油パルブを開< 












定油面器リセットレバーを左方向に止まるまで巧す 

参 











燃料切れのま意と空気抜さの方法 （8 ページ)を参照して空気抜さをする 

• 











お買いまめの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 


参 

参 









お買いまめの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 












フアンガードのほこ0を掃除機などで掃除する 


参 

参 

• 


• 






お買い求めの販売店または、おお<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 


参 

• 

参 








お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 


• 

参 

参 








おおつているちのを取0除< 





• 







お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 












お買い求めの販売店または、おお<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 












お買いまめの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 








• 

参 

参 


お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 








参 

参 



規定水位まで補充液を入れる 








参 

• 

• 


温水配管のつぶれを直す。温水ジョイントのコックを開< 












設定温度、時刻などをセットしてか5点乂操作をする 












リセットしてか5点乂操作をする 











参 

お買いまめの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 












お買いまめの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 












直ちに部屋の換気をする 

「不完全燃焼防止装置」 （19 ページ）の内容を点検する 


msm 
































































































11 •部品交換のしかた 


■部品交換のとまの注意 

忆ミち讀 不完全な修理、調整はをおですので、部品の交換、調整が必要の場合には、お買い巧め 
の販売店または、お近くのコロナサービスセンターちしくは修理資格者（(巧）日本石油燃焼機器保 
守協会で行う巧術管理講習会修了者(技'由機器技術管理±)など）のいる販売店にご相談ください。 


部品交換はコ□ナ純正部品とご指定ください。 
消耗-劣化しやすい部品（交換が必要な部品） 


項 目 

内 容 

使用期間によ0交換が必要な部品 

ポットバーナ-点火ヒータ-燃焼リング-スケルトン 
フレーム□ッド-点乂ネット.ガラス円筒-各種パッキン 
排気管接続用0リング （ P 40 4種 D ) 

環境によ0劣化しやすい部品 

プリント配線板-燃焼用送風機-ガスセンサー-ゴム製送油管 
対流用送風機 

変質-不純な油の使用によ0劣化しやすい部品 

電磁ポンプ-定ミを面器-フレーム□ッド 


12 .保管 (長期間使用しない場合) 


シーズン終了時などの長期間使用しないときは、日常の点検•手入れの項 （21 〜25ページ) 
を参照し、次の要領で保管して<ださい。 

1•電源プラグをコンセントか S 巧いて<ださい。 

• 意 1長期間使用しないとさは、電源プラグを抜いて<ださい。 


2 •油タンクの送油バルブを閉じて < ださい。 

3•フアンガードの掃除をして<ださい。 に2ぺージ参照） 

4•定油面器内のな油をすべておま取って < ださい。 に2ぺージ参照） 

5•本体のごみやほこ0を取って < ださい。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いて<ださい。 

6•本体をしめ6せた巧で巧れを落としてか5、か5ぶまして<ださい。 

7•ストーブは振付けたまま保管して<ださい 

•フアンガードにほこ0などがたま5ないよ5力八一などをかけて<ださい。 

•ど5してち取0がして保管されるとさは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよ5おしまい<ださい。 
•床暖の配管を接続したままで保管する場合は、上限水位まで補給しておいて<ださい。 CUH - F 7011 P に ) 

•ス I -ーブ內の循環水を抜いて保管する場合は、エアー抜さバルブを開いておさ、エアーおさバルブ配管内ち乾燥さ 
せてください。 CUH - F 7011 P の 

•次シーズンに据付けるときには、必ずお買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに依頼して< 
ださい。 

•取扱説明書は大切に保管して<ださい。 


13•仕 



ま）※帥ま UH - F 7011 PK のみ対象です。 


型式の 呼び 

UH - F 7011 PK (基本型式 UH-F 701日 PK) 

FF -6811 PK 湛本型式 FF- 6810 PK) 

種 類 

ポット式-屋內用-強制給排気形-強制対流形-床暖房用^ 

点乂 方式 

電気点乂式 

使 用 燃 料 

灯油 （J に1号灯油） 

燃 

焼 状 態 

た 口 巧ち：蛋 む 

最大 

〇 r\Q\AM fn TQni /h 、 

最小 

〇 OC レ \A/ fr\ 〇つ 01 /h 、 

最大 

ゾ ^ ^^ 

最小 

_ ^ ^^ 

燃料消費量 

1^ 暖 房 運 串石 

ストーブ単独運転 

な 口 巧 百：ま 击 = 

O.UoKvV \U. l oUL/n ； 

7.90 kW (0.768L/h) 

no onn レ i/h 

^.^OKVV 心心 UL/n ； 

2.26kW (0.220L/h) 

〇 H c;n レ 1 /h 

_ ^ ^^ 

7.90 kW の. 768L/h) 

_ ^ ^^ 

/ ^^^ 

2.26kW (0.220L/h) 

_ ^ ^^ 

発熱量 

暖 房 厘 串石 

ストーブ単独運転 

た ち ：巧 *- 

^ む，む yuKJ/n 

28,450 kJ/h 

QG GO/ 

む ， 1 oUKJ/n 

8,150 kJ/h 

Q つ 00/ 

^ ^^ 

28,450 kJ/h 

_ ^ ^^ 

^ ^^ 

8,150 kJ/h 

_ ^ ^^ 

熱効率 

1^ 暖 居 厘 牺 

ストーブ単独運転 

りり . り / 0 

86.0% 

00.070 

78.2% 

^ ^^^ 

86.00/〇 

^^^ 

78.2% 

暖房出力 

床暖房 運転 

6.95 

kW 

循環水量 150L/h 
(1 回謡） 

1.90 

kW 

循環水量 100L/h 
(1 回謡•姻路時） 

/ 

/ 

循環水量 180L/h 
(姻謡)側売品使用） 

ストーブ単独運転 

6.80kW 

1.77kW 

6.80 kW 

1 .77kW 

最大床暖房出力（床暖房運転） 

最大燃焼時 
1.51 kW 

循環水量 150L/h(1 回路時） 


循環水量 180L/h(2 ◎路瞒側売品使風 

サポートヒータ出力（サポートヒータ運転） 

0.500 kW 循環水量100 L/h 

一 - - - 

標準適室 

床暖房運転 

温暖地 

木造 29.5m (18 畳）コンクリート 41.5m に5畳） 

--- 一 一 ^ 

寒冷地 

木造 29.5m (1 8畳）コンクリート 48.0m (29 畳） 

^—— - 

ストーブ 
単独運転 

温暖地 

木造 29.5m (1 8畳）コンクリート 39.5m に4畳） 

木造 29.5rn(1 8畳）コンクリート 39.5rT! に4畳） 

寒冷地 

木造 29.5m (1 8畳）コンクリート 46.0m (28 畳） 

木造 29.5m (1 8畳）コンクリート 46.0m に8畳） 

本体 水 容量 

2L (器具內蔵シスターン上限水位時） 

_ — - 一 - — 

床暖房用熱交換器の最高使用圧力 

シスターン大気開放 

^- - - 

が おブ法 

高さ61 5mm 幅 748mm 奥行368(置台を含む） 

質 量 

34kg 

28kg 

電源電圧及び周波数 

100V 50/60HZ 

定 格 

消費電力 

床暖房 運転 

点乂時 360/360W • 最大燃焼時日 4/59W 
最大600 /600\A/ (点火初期に短時間発生） 


ストーブ単独運転 

点乂時 340/340W • 最大燃焼時 31/29W 
最大600 /600W (点火初期に短時間発生） 

点乂時 340/340W • 最大燃焼時 30/29W 
最大600 /600W (点乂初期に短時間発生） 

ヴポートヒータ運転 

最大運転時 625/625W 

^^ 

待機 時 消 費 電力 

1.9W 

床パネルの 
接続面積 

床暖房 運転 

4.5 〜16.5の2(3畳〜10畳）（最大燃焼時） 

— - 一 

ヴポートヒータ運転 

4.5m (3 畳） 

^ 

温水 配管 接続 □ 

外径0 8mm ニツプル 

^ 

給排気筒の型式の呼び 

QU4-4 

給排気筒の呼び径 

D40 

給排気筒の壁賃通部の孔径 

075mm 

排気温度 

床暖房 運転 

260む下 

^ ---^ 

ストーブ単独運転 

260む！; TF 

260む!; > (下 

電流 ヒューズ 

5A •10A 

安全装置 

対震自動消乂装置-点乂安全装置-燃焼制御装置-不完全燃焼防止装置-停電安全装置-過熱防止装置 

その他の 装置 

再点火安全装置-排気管抜け檢知装置-過電流防止装置-燃焼用送風機異常検出装置 
機内ヴーミスタ- ^ サポートヒータ過熱防止装置- ^ 循環水過昇防止装置 

付属品 

置台1個-※パックチューブ 2.5m • ※ホースバンド2個-本体固定金具2個-給排気筒セット1組 
ス IJ ーブ1個-遮断板1個-□ム製送油管締付バンド2個-取扱説明書-工事説明書-所有者票 


備考）-微風フアン運転時の消費電力は定格消費電力に 4 W 加算されます。 

-標準適室は、社団法人-曰本ガス石油機器工業会の算定基準によ0ます。 
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ミま） |____ JEP 端モ部は 

UH - F 7011 PK のみ巧象です。 


14•アフターサービス 


■保証について 

•このコ□ナ密閉式石油ス I -ーブには保証書がついています。 

保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名 J などの記入をお確かめの5え、販売店か S お受け取0にな0大切に保 
管して < ださい。 

•保証期間はお買い上げ曰か51年間です。 

•次のような原因による故障および事故につさましては、保証の対象にな0ませんのでを意して<ださい。 

-変質な油や不純な油など、またな油必がの燃料使用による故障や事故。 

-誤った使用方法による故障や事故。 

■修理を依頼されるとま 

• r 故障•異常の見分け方と処置方法 J (27 〜28ページ）の項に従ってお調べ<ださい。直5ないときは、ご使用を中止し、 
必ず電源プラグを抜いてか5、お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターにご連絡<ださい。 
•ご連絡いたださたい内容は次の通0です。 

①品名②型式の呼び③お買い上げ曰④故障げ況（でさるだけ具体的に）⑥ご住所•ご氏名•お電話番号 
•修理に際しロホ、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させていただきます。 
•保証期間が過ぎているとまは、修理すれば使用できる製品については、ご希望によ0有料で修理いたします。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターにお問いをわ 
せ < ださい。 

■保証期間が過ぎているとさは 

•お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターにご相談<ださい。修理によって使用でまる製品 
についてはお客様のご要望によ0有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

♦石油 ストー ブの補修 用 性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち切0後7年です。 
■修理に出されるときは 

♦輸送時や運搬時に定油面器内にな油が残ったままですと、傾きや振動でな油がこぼれることがあ0ますので、必 
ず抜ま取って < ださい。 


プリント配線板端子配置図 
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♦側方障害物は、両側にあってちよいが給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm 必上とって<ださい。 

♦前方におや建物がある場合は給排気筒先端と前方障害物との距離は 60 cmlU 上離し、かつ上方および両側ちに気流を 
阻止する障害物がないようにして<ださい。 

♦給排気筒下面は地面か 520 cm 必上離すよ5にして<ださい。なお積雪地域では、給排気筒先端が雪でふさがるおそ 
れのない高さを確保して<ださい。 



♦木造の建物で壁にメタルラス張0、ワイヤラス張り、または金属板張0をしてある場所に給排気筒を通すとさは、 
それ5の金属部に接しないよ5に電気的絶縁をして<ださい。 

•壁に巧をあける場合、壁の内部にある電気配線-ガス-水道の配管にあた5ない場所を選んで<ださい。 


給が気筒を延長する場合のを意 


参給が気筒を延長する場さは、 3 m 3 曲が〇必下で取0付け6れる場所を選定して<ださい。 


積雪地区におけるミま意 


•積雪の多い地ちでは、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよ5な取付場所を選定して<ださい。また、風がよどむ 
よ5な場所では、排気ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことがあ0ます。 


お付け後の確認 


据付けが終わ0ました5、ちう一度、工事説明書の「特にを意していたださたいこと（安全のために必ずお守0<ださ 
い） J をお読みにな0、工事説明書に記載されているとお〇据付け5れているかどうかを確認して<ださい。 


据付け-移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店または、据付業者に依頼し、お客様ご自身ではおこなわないで<ださい。 


お付け場所の選定及び標準お付け例 


据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があ0ます。工事説明書の「特にを 
意していただきたいこと（安全のために必ずお守りください） J をお読みになり、販売店または据付業者とよくご相 
談して<ださい。また、「標準据付け例 J については、下図を参照して<ださい。 

■標準据付け例 

ストーブの据付けは下図を満足させる位置に取0つけて<ださい。 

♦遮熱板を取0付けない場合は、 A 寸法を 30 cml ； Lb にして<ださい。 

•点検-手入れのため、 B 寸法を 30 cm 必上にして<ださい。 
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巧•据付け-移設 



運乾 


試運転は販売店または据付業者とご一緒に必ずおこなって<ださい。 


■運転準備 

• 垃ミ主意 I 電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んで<ださい。 
•油タンクに給油し、送油経路の空気抜まをして<ださい。 （8 ページ） 

•送油経路やストーブよ0油漏れがないか確認して<ださい。 

•配管途中にバルブなどがある場さには、全開にして<ださい。 

•定油面器をセットして<ださい。 （8 ページ） 


■循環液の給水方法 ( UH - F 7011 PK ) 

1 • 給水前にエアー抜さバルブが全開になつていることを確認 
して < ださい。 

(工場出荷時には全開になっています。） 



2. 両方の温水ジョイントのコックを「開 J にして<ださい。 


•配管途中にバルブがある場合は、バルブを全開にして<だ 
さい。 

•水漏れがあった場合は、循環ポンプを停止させて<ださい。 
床暖切換スイッチを「ストーブ単独 J に切0換えることに 
よ0停止させることができます。 


3. シスターンタンクの上限水位まで循環液を入れて<ださい。 



4. 操作部の床暖切換スイッチを「ストーブ床暖 J に合わせて 
<ださい。 


5. 操作部の床温調節ボタン「高 J 「低 J を同時に5秒間押し 
続けて < ださい。 

•循環ポンプが運転を開始します。 

•表示部の設定床温表示が点滅します。 


6. シスターンタンクの水位が下がるので上限水位まで循環液 
を給水して < ださい。 

(シスターンタンクの水位が下が5な<なるまで給水を続 
けて < ださい。） 



巧•据付け-移設 


7. シスターンタンクの水位が下が5な<なつた5エアー抜ま八' 
ルブを必ず「閉 J にして<ださい。 

8. 温水配管路に水漏れのないことを確認して<ださい。 

9. 水漏れのないことを確認したら給水は完了です。操作部の床 
温調節ボタン「高 J 「低 J を同時に押して<ださい。 

♦循環ポンプが停止します。 

•表示部の設定床温表示が消なします。 



■運転 ※即ま UH - F 701 1 PK のみ対象です。 


運転 

■入•切1 



トーブ•床暖切換1 


《1.床暖切換スイッチを「スI-ーブ床暖 J にセットして<ださい。 

2. 運転スイッチを巧して r 入 J にして<ださい。 

•約3〜4分間の予備燃焼が終わると本燃焼にな0ます。 

《 3. 温水配管経路に水漏れのないことを確認して<ださい。 


《参運乾の途中で温水配管経路に水漏れがあった場合 

①操作部の床暖切換スイッチを「ストーブ単独」に切0換えて循環ポンプを停止させて<ださい。 
③運転スイッチを巧して r 切 J にしてストーブの運転を停止して<ださい。 



4. 異常がなければ、乂力調節つまみを「微少 J 〜「大 J に設定 
して < ださい。 

•燃焼中の炎に黄色い炎（赤）乂が混じった0、かたよった0、 
上下変動することがあ0ますが、異常ではありません。 

《 5. 床暖パネルが暖か<なることを確認して<ださい。 

•正常運転の目安として「故障•異常の見分けちと処置方法 J 
(27 〜28ページ）のような現象のないことを確認して<だ 
さい。 


■消义の手順 ※抑ホ UH - F 701 1 PK のみ巧象です。 


運転 

■入•切1 



♦運転スイッチを押して「切 J にして<ださい。 

「消乂します J の音声と同時に「運転中 J 表示が消え、消乂します。 
燃焼室が冷却すると約10分後に燃焼用送風機、対流用送風機、^循環 
ポンプが停止します。 


mamsm 

•長期間の保管後、再び設置する場合ち r 試運転 J の手順に従い、試運転をおこなって<ださい。 


初めてお使いになるとさのま意 


♦巧めてお使いになるときは、耐熱塗料などが焼き付<まで煙と臭いが出ます。このような場合は、お部屋の窓（給排 
気筒トップ取付け場所よ0離れた所）を少し開け、半曰か S1 曰程度「大乂力 J 運転をして<ださい。 

また、小鳥やル動物などに影響する場合が考え5れますので、この間は部屋に入れないで<ださい。 
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お客様ご相談窓□一覽表 


修理サービスや製品についでのごホ目談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈爸品などでお困りの場合は、下記のおおくの窓□(こごす目談く 
ださい。 

名称、所在地、電話塞号は、変更する場合びありますのでご3承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コ□ナサービスセンター 
^ 0120 - 919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ‘ PHS 等からは 
最寄の サービスセンター 
へ直接おかけください。 
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